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●第２・３回懇談会は、つなぐノートに寄せられた声の実現に向けて、公民館まつり（11

月 24日（日）開催予定）のブースの内容をはじめ、コミュニティにおけるや新たな人

材の発掘と協力体制の構築をテーマに話し合いました。  

【第２回】日時：令和６年９月１日（日） 

午後６時～７時 

場所：富木島公民館 

参加者：８名 

【第３回】日時：令和６年９月 16日（月・祝） 

午後５時～７時30分 

場所：富田公民館 

参加者：９名 

  

つなぐノートの声の実現に向けて検討しています！ 

●昨年度に引き続き、地域の将来像内にある「つなぐノート」

を活用して、地域のみなさんの声を聴く取組を続けています。 

●７月27日（土）、28日（日）に開催された納涼盆踊り大

会では、55名の方からご意見やまちづくりのアイデアを

いただきました！ 

●昨年度から数回にわたり収集している「つなぐノート」の

声の実現に向け、公民館まつり等で実施できる企画を検討

しています。 

将来のコミュニティの担い手の発掘について考える！ 

●コミュニティ活動におけるボランティアの現状等の確認をしたうえで、担い手として

のボランティアの必要性について話し合いをしました。 

●現時点で、新たなボランティアの必要性は低く、担い手の確保は喫緊の課題ではない

ものの、コミュニティを継続的かつ安定的に運営していくためには、将来を担う若い

世代が、地域行事に関わることができる機会が必要という意見がありました。 

●今後を見据えて、「ボランティアとして参加した方がワクワクできる」ことを視点に、

活躍できる場面等について意見を出し合いました。主な意見は次のとおりです。 

場 面 内  容 

納涼盆踊り大会 
アナウンサー志望の中学生による司会 

デザイン好きな人によるポスター等の作成 

もちつき大会 
DJ に興味がある子どもの選曲による BGM
提供 

●次回以降は、ボランティアの必要性を再確認するとと

もに、効果的な募集方法や仕組みづくりについて話し

合いを行います。 

 

地域の将来像の実現に向けたつなぐノートの活用！ 
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